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編  修  趣  意  書 

（教育基本法との対照表） 
 
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-80 高等学校 公民 倫理  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 倫理 104-901 改訂版 倫理 

（1）教育基本法や学習指導要領における目標が達成されるよう，学習指導要領の内容や，その
取扱いに示された事項に準じて編修した。 

（2）自己や他者の心のあり方への関心から学習意欲を高め，先哲の基本的な考え方を手掛かり
として，現代の倫理的課題に取り組めるようになることに留意して編修した。 

（3）現代に生きる自己と現代の倫理的諸課題，さらに先哲の考え方に関する基本的な学習を通
して，人間としてのあり方生き方や国際社会に生きる日本人としての自覚についてみずから
考える力を養えるよう，また社会に対して主体的に寄与しようとする態度を育成できるよう
に配慮した。 

（4）本文の記述にあたっては，学習内容を正確に理解できるよう，できるかぎり平易に，かつ
簡潔になるよう配慮した。 

 
 

 

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所 

第1編 現代に生きる自己の課題と人間としてのあり方生き方  

第 1章  さまざ
まな人間の心の
あり方 

心理学に関する基本的な知見を紹介し，実験・観察など科学的な
方法の重要性を理解させ，また，豊かな自己形成に向け他者と共
によりよく生きる自己の生き方について思索を深められるよう配
慮した（第1号）。 

6～23 
ページ 

第 2章  さまざ
まな人生観 

世界宗教を含む西洋と東洋の源流思想を紹介し，そこでの思索が
現代の知識・教養や真理を求める態度にもつながっていることを
気付かせるよう配慮した（第 1号）。 

24～77 
ページ 

第 3章  さまざ
まな倫理観・世
界観 

人間・理性・自然・科学・個人・民主社会・公共・正義などにか
かわる西洋近現代思想を中心に紹介し，倫理的な見方や考え方を
身につけることができるよう配慮した（第 2号・第 3号）。 

78～147 
ページ 

第 4章  国際社
会に生きる日本
人としての自覚 

日本の風土や伝統思想，さらには先人の思索を紹介し，生徒自身
の価値観や生き方に与えている影響について理解できるよう配慮
した。（第 5号）。 

148～
204 
ページ 

第2編  現代の諸
課題と倫理 

【第 1・3 節】生命科学などの科学技術の発展にともない提起さ
れてきたさまざまな問題について，多様な角度から考察できる
ような構成にした（第 4号）。 

206～
252 
ページ 

２．対照表 

１．編修の基本方針 
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【第 2・3 節】自然の生態系が持つ特徴や人類の活動が自然に与
える影響を知り，地球規模で環境保全に取り組んでいかなけれ
ばならないことを気付かせるような構成にした（第 4号）。 

【第 4～6 節】自国の伝統・文化を尊重することが，自民族中心
主義に陥ることのないように注意を喚起し，他国や異文化の尊
重を国際平和へと結びつけられるように配慮した（第 5 号）。 

 
 

 

（1）全体として，次のことに配慮した。 
・カラーユニバーサルデザインに配慮し，見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザイ
ンフォント（UDフォント）を使用した。 

・p.4 のもくじページや 2 か所の編とびらに「二次元コード」を設け，関連するサイトや動
画へのリンク，学習理解度を確認する「確認テスト」，課題探究活動などに役立つ統計
資料や法令検索のページにアクセスできるようにした。 

・学校教育法第 51 条「社会について，広く深い理解と健全な批判力を養い」の規定を踏ま
え，第 1編に「Thinking Time」のページ，第 2 編の各節末に「考えてみよう」のコー
ナー，ならびに各節のあとに現代の倫理的諸課題を身近な話題から具体的に考察する
「現代から考える倫理」のページを配置し，思考力・表現力を養う機会を設けた。 

・巻末に「対話・議論の技能」のページを設け，課題探究活動を行いやすくするための配慮
をした。 

（2）第1編・第 1章 
発達，個性（人格），感情，認知に着目して，人間の心のしくみと成り立ちを紹介した。

AI などの科学技術が著しく発達する現代において，人間とは何かを改めて考え，人間はどの
ように生き豊かな自己を形成していくべきなのかという問題提起をしながら，先哲の基本的
な考え方を紹介する第2章～第4章，さらには，現代の倫理的諸課題を考察する第2編へとつな
がりをもたせる記述を心掛けた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色 
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（3）第 1 編・第2章～第4章 
世界三大宗教を含む源流思想から西洋近現代思想，さらには日本思想を取り上げ，さまざ

まな先哲の哲学・思想，倫理観・道徳観を紹介した。 
1. 第2章においては，現代の哲学的な考え方，宗教的な考え方の源流となる思想を紹介し，
人間としてのあり方生き方についての自覚を育てられるようにした。 

2. 第3章においては，現代の民主的な国家・社会の形成へと直接つながる思想を中心に紹
介し，公民としての資質を養えるようにした。 

3. 第4章においては，国際社会に生きる現代の日本人に受け継がれてきた伝統や文化，ま
た，代表的な日本の先哲の思想を紹介し，我が国と郷土を愛する心を育てられるように
した。また，編はじめでは図解を用いて，現代日本の思想・文化がさまざまな外来思想
を受容しながら形成されてきたことに気付かせ，他国や異文化を尊重する態度を養える
ように工夫した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

←第2章  

←第3章  

↓第4章  
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（4）第2編 
生命・自然・科学技術，福祉・文化・宗教・平和をめぐる現代の倫理的諸課題を紹介する

とともに，各節末にはそれぞれの課題についての「論点」を提示し，また，各節のあとには
現代の倫理的諸課題を身近な話題から具体的に考察する「現代から考える倫理」のページを
配置し，第1編で学んだ先哲の基本的な考え方を活用しながら現代の社会について主体的に考
察できるように配慮した。 
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編  修  趣  意  書 

（学習指導要領との対照表，配当授業時数表） 
 
※受理番号 学 校 教 科 種 目 学 年 

107-80 高等学校 公民 倫理  

※発行者の
番号・略称 

※教科書の 
記号・番号 ※教 科 書 名 

104 数研 倫理 104-901 改訂版 倫理 

 
 

 

（1）学習指導要領にあげられた項目に基づき，本文の内容を編・章・節に分けた。各章冒頭の
見開きでは，写真や図解を用いた解説でその章の学習内容を端的に示した。また，必要に応
じてコラムや副文（比較・補足・参考），脚注を設け，生徒の知識を深めたり，興味を広げ
たりすることができるようにした。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
   

１．編修上特に意を用いた点や特色 
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（2）生徒の知識・技能および思考力・判断力・表現力等の習得に役立つさまざまな工夫 
●本文 
①「問いかけ」と本文中の重要ポイン
ト 授業の展開を容易にし，かつ目
的意識を持って学習できるように，
各項目には，その項目の主要テーマ
についての「問いかけ」（着眼点）
を設けた。さらに第 1 編では，そ
の「問いかけ」に対応する本文中の
記述に青色の下線を付し，初学者で
も重要ポイントを把握しやすくなる
ように配慮した。 

②比較 他の事項との関連や同じ性格の事項について，事項間の類似点や相違点を整理・

理解するための解説として設けた。 

③補足 本文に掲載された事項について，その内容をさらに深く理解するための解説とし

て設けた。 

④参考 本文よりやや高度な内容ではあるが，倫理を理解する上での参考になるため，

とりあげている事項を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤人物・原典資料 人物の紹介や原典資料を豊富に掲載し，生徒が興味を持って学習でき
るようにした。 
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●コラム 
①CLOSE-UP／SKILL-UP 本文の関連内容，発展的な内容を中心に，一つの話題につい
て深く掘り下げるコラム「CLOSE-UP」を設けた。また，対話・議論をする技能や資料
を読む技能を紹介したコラム「SKILL-UP」を設けた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

②Thinking Time 先哲の基本的な考え方を紹介する第 2 章～第 4 章では，各章末に，
「「善さ」と「正しさ」」「真理と科学」「「伝統」とは何か」など，学習してきた内
容と関連する話題を取り上げたコラム「Thinking Time」を設けた。コラム末尾には，
「考えてみよう」を設けて着目点を示した。 

 

  



4 

●思想のまとめ 第 2 章～第 4 章の章末には，その章で扱った主な思想家の著作やことば
／思想を一覧できるよう，見開きで「思想のまとめ」を掲載した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
図書の構成・内容 学習指導要領の内容 該当箇所 配当 

時数 
第1編  現代に生きる自己の課題と
人間としてのあり方生き方 

A 現代に生きる自己の課題と人間とし
ての在り方生き方 

  

第1章  さまざまな人間の心のあ
り方 

（1）人間としての在り方生き方の自覚 
ア（ｱ）・イ 

6～23 
ページ 

6 

第2章 さまざまな人生観 
（1）人間としての在り方生き方の自覚 

ア（ｲ）（ｴ）・イ 
24～77 
ページ 

17 

第3章  さまざまな倫理観・世界
観 

（1）人間としての在り方生き方の自覚 
ア（ｲ）（ｳ）（ｴ）・イ 

78～147 
ページ 

21 

 第4章  国際社会に生きる日本人
としての自覚 

（2）国際社会に生きる日本人としての
自覚 

148～204 
ページ 

18 

第2編 現代の諸課題と倫理 B 現代の諸課題と倫理 
206～252 
ページ 

8 

計 70 

２．対照表 


